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CROSSTALK  「キャリア特別プログラム」参加内定者
活動報告  2023年11月～12月
駿大スポーツ  #女子ホッケー部 齋藤美咲選手

#駅伝部 第100回箱根駅伝
Circle and Me  ターミナル×池野さん

駿大で環境保全を考える
特集

映像制作×地域連携
森林文化科目を担当する平井教授（地理学・観光学）に
現状の問題と取り組みについてお伺いしました
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。
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薄
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命
力
の
強
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フ
ジ
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ど
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ど
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育
ち
葉
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広
げ

る
一
方
、
絡
み
つ
か
れ
た
木
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太
陽
光
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遮
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光
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落
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伸
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伸
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入
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フ
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入
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駿河台大学では2007年より駿大の里山での森づくりを始めました。2022年からは森をめぐる
環境問題を念頭に置きつつ、楽しめる森づくりを目指し、マウンテンバイクのトレイルづくり
など里山の利活用に取り組んでいます。
森林文化科目を担当する平井教授（地理学・観光学）に、その取り組みについてお伺いしました。

スポーツ科学部スポーツ科学部
平井 純子 平井 純子 教授教授

みんながより良い状態にWell-being
　これまで人々は人とって都合の良い環境を作り上げてきました。人にとって　これまで人々は人とって都合の良い環境を作り上げてきました。人にとって
良いことが地球環境にとって良いことだったのか？答えは否です。全学開講の良いことが地球環境にとって良いことだったのか？答えは否です。全学開講の
授業「森林文化A／B」では、森を楽しみ、森に触れながら、環境問題を考え授業「森林文化A／B」では、森を楽しみ、森に触れながら、環境問題を考え
ていきます。Think globally, Act locally（地球規模で考え、地域で行動する）、ていきます。Think globally, Act locally（地球規模で考え、地域で行動する）、
で環境問題に向き合っています。森はたくさんの恩恵を人に与えてくれます。で環境問題に向き合っています。森はたくさんの恩恵を人に与えてくれます。
そして五感を刺激し、人を癒してくれます。そして五感を刺激し、人を癒してくれます。
　在外研究でフィンランドに滞在している際、よく耳にした言葉、それが　在外研究でフィンランドに滞在している際、よく耳にした言葉、それが
“Well-being”です。精神的、身体的、社会的に幸せな状態であることをいいます。“Well-being”です。精神的、身体的、社会的に幸せな状態であることをいいます。
森は私にとって“Well-being”の源となっています。森は私にとって“Well-being”の源となっています。

北欧的に考える

クリスマスリースづくり
森林の壊死の原因になる蔓や材木店で廃棄
されるかんな削りを活用してクリスマスリ
ースを作りました。

20

23

02
12

日本的に考える

ミニ門松づくり
地すべりの原因になりやすい竹を採取して
門松を作りました。

20

23

23
12

一般市民向け講座の実施内容

3



内
定
社
数
と
最
終
的
に
ど
の
就
職
先
に 

決
め
た
の
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
梅
村
）

大
城　

内
定
社
数
は
６
社
で
す
。
就
職
先
は
、

東
証
プ
ラ
イ
ム
上
場
の
佐
藤
商
事
株
式
会
社

と
い
う
商
社
で
す
。
鉄
鋼
系
の
専
門
商
社
で
、

日
本
七
大
鉄
鋼
商
社
の
１
社
に
な
り
ま
す
。

秋
吉　

私
は
、
内
定
社
数
は
３
社
で
、
就
職

先
は
東
芝
テ
ッ
ク
株
式
会
社
で
す
。
Ｐ
Ｏ
Ｓ

レ
ジ
の
世
界
シ
ェ
ア
が
ト
ッ
プ
で
同
じ
く
東

証
プ
ラ
イ
ム
企
業
で
す
。

就
職
活
動
を
振
り
返
っ
て
、 

ひ
と
こ
と
で
表
す
と
ど
う
で
し
た
か
？（
梅
村
）

大
城　

自
己
理
解
で
す
ね
。
自
分
と
向
き
合

う
期
間
が
就
職
活
動
だ
っ
た
と
考
え
て
い
て
、

自
己
理
解
が
よ
り
深
ま
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
。

秋
吉　

私
は
挑
戦
で
す
ね
。
実
は
、
勉
強
や

部
活
動
な
ど
、
今
ま
で
頑
張
っ
て
き
た
こ
と

が
あ
ま
り
な
く
て
、
就
職
活
動
を
頑
張
る
と

い
う
の
は
、
私
に
と
っ
て
挑
戦
で
し
た
。

梅
村　

そ
の
挑
戦
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
か
っ
た

で
す
か
。
そ
れ
と
も
、
そ
う
で
も
な
か
っ
た

で
す
か
。

秋
吉　

早
く
か
ら
始
め
て
い
た
の
で
、
そ
れ

が
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ハ
ー
ド
ル
は

そ
ん
な
に
高
く
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
小

さ
な
こ
と
を
コ
ツ
コ
ツ
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
筆
記
試
験
も
そ
う
で
す
し
、
面
接

C R O S S T A L K

駿河台大学は、多彩なキャリア支援で学生の将来に寄り添います。
今回は「キャリア特別プログラム」を経て、大手企業からの内定を掴んだ2人と、

梅村 慶嗣准教授をホストに迎え、
感想や気づきを交えながら、就職活動を振り返ります。

キャリアセンターのサポートで未来を掴む！

Sparkl
e

梅
うめ

村
むら

 慶
けい

嗣
じ

キャリアセンター 准教授

大
おお

城
しろ

 洋
ひろ

人
と

経済経営学部4年
佐藤商事株式会社 内定

秋
あき

吉
よし

 真
ま

帆
ほ

心理学部4年
東芝テック株式会社 内定
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練
習
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
少
し
ず
つ
進

め
て
い
き
ま
し
た
。

い
つ
か
ら
就
職
活
動
を
始
め
て
、何
社
く
ら
い 

エ
ン
ト
リ
ー
を
し
ま
し
た
か
？
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

も
含
め
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
梅
村
）

秋
吉　

３
年
生
の
６
月
に
キ
ャ
リ
ア
特
別
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
以
下
、「
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
」）
が
始

ま
り
、
梅
村
先
生
か
ら
企
業
研
究
の
方
法
を

教
わ
り
な
が
ら
、
就
職
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
エ
ン
ト
リ
ー
数
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
も
入
れ
る
と
50
社
ほ
ど
だ
と
思
い
ま
す
。

大
城　

僕
も
秋
吉
さ
ん
と
同
じ
で
、
就
職
活

動
を
始
め
た
の
は
３
年
生
の
６
月
で
す
。
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
説
明
会
を
含
め
て
、
エ

ン
ト
リ
ー
し
た
企
業
数
は
約
１
０
０
社
。

様
々
な
業
界
、
業
種
を
調
べ
て
い
ま
し
た
。

梅
村　

特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
１
０
０
社

エ
ン
ト
リ
ー
を
目
標
と
し
て
い
ま
し
た
。
や

は
り
一
定
の
行
動
量
が
な
い
と
、
成
果
が
出

な
い
と
思
っ
て
。
そ
れ
で
、
目
安
と
し
て
１

０
０
社
。
そ
う
い
う
意
図
が
あ
り
ま
し
た
。

工
夫
し
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
あ
れ
ば 

教
え
て
く
だ
さ
い
。（
梅
村
）

大
城　

ひ
と
つ
は
、
目
的
意
識
を
持
つ
こ
と
。

漠
然
と
取
り
組
ん
で
い
る
と
軸
が
ぶ
れ
る
と

思
う
の
で
、
多
く
の
業
界
、
業
種
、
さ
ら
に

は
人
を
見
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
し
た
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
情
報
収
集
で
す
。
有
価
証

券
報
告
書
を
読
ん
で
面
接
に
臨
ん
で
い
ま
し

た
。
経
営
計
画
を
熟
読
す
る
と
、
事
業
部
に

よ
っ
て
今
後
の
展
望
が
異
な
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
ま
た
売
り
上
げ
の
伸
び
率
を
根
拠

と
し
て
挙
げ
、
だ
か
ら
「
こ
の
部
署
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
」
と
、
具
体
的
な
話
が
で
き

ま
し
た
。

梅
村　

取
り
組
み
の
真
剣
さ
が
相
手
に
伝
わ

り
ま
す
よ
ね
。
企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
少

し
見
て
、
な
ん
と
な
く
企
業
研
究
を
や
っ
て

い
る
よ
う
な
感
覚
に
陥
り
が
ち
で
す
か
ら
ね
。

秋
吉　

私
は
息
抜
き
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
意

識
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
演
劇
や
お
笑
い

を
観
る
こ
と
が
好
き
な
の
で
、
就
職
活
動
に

全
て
を
捧
げ
る
の
で
は
な
く
て
、
週
１
回
で

も
観
に
行
け
る
と
息
抜
き
に
な
る
し
、
そ
れ

ま
で
に
や
る
こ
と
を
終
わ
ら
せ
る
と
い
う
目

標
が
で
き
る
の
で
、
時
間
を
区
切
る
こ
と
は

大
事
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
ほ
ぼ
毎
日
面
接

や
説
明
会
が
詰
ま
っ
て
い
た
り
す
る
こ
と
が

多
く
、
息
が
詰
ま
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、

趣
味
に
シ
フ
ト
し
て
い
ま
し
た
。

駿
河
台
大
学
は
、学
生
ひ
と
り
に
対
し
て
、 

専
属
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
つ
く
と
い
う 

制
度
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
が
、 

い
か
が
で
し
た
か
？（
梅
村
）

大
城　

僕
自
身
は
、
有
効
活
用
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
就
職
活
動
は
孤
独
を
感
じ
る
こ
と

が
増
え
る
の
で
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
本
音
で
お
話
し
が
で
き
る
と
い
う
の
は
、

心
強
い
で
す
。
何
を
す
べ
き
か
分
か
ら
な
い

と
い
う
場
合
に
は
、
軌
道
修
正
を
し
て
く
だ

さ
る
の
で
、
頼
も
し
い
存
在
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
他
の
支
援
は 

ど
う
で
し
た
か
？（
梅
村
）

秋
吉　

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き
方
か
ら

添
削
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
講
座
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す

る
筆
記
試
験
の
参
考
書
や
面
接
に
関
す
る
書

籍
が
揃
っ
て
い
る
の
は
、
有
益
で
し
た
。

最
後
に
、在
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を 

お
願
い
し
ま
す
。（
梅
村
）

大
城　
「
意
志
あ
れ
ば
道
あ
り
」。
こ
の
企
業

に
行
き
た
い
な
と
か
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
、

意
志
が
あ
っ
て
、
そ
れ
な
り
に
努
力
す
れ
ば
、

前
に
道
は
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

是
非
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

秋
吉　

自
信
を
持
つ
こ
と
が
、
い
ち
ば
ん
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を

書
く
う
え
で
、
振
り
返
っ
た
と
き
に
、
意
外

と
就
職
活
動
に
使
え
る
強
み
を
秘
め
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
も
意
外
と
で
き
る

の
で
は
と
い
う
自
信
は
大
切
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。

梅
村　

特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
３
年
生
の
６
月

か
ら
始
め
て
、
毎
週
木
曜
日
の
朝
９
時
か
ら

約
２
時
間
、
か
な
り
ハ
ー
ド
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
し
た
が
、
皆
さ
ん
し
っ
か
り
つ
い
て
き
て
、

結
果
が
出
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
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今年度メディア情報学部のゼミ活動や産学連携事業で制作された動画をご紹介します。

飯
能
市
の

70
周
年
記
念
動
画
を
制
作

メディア情報学部 長谷 憲一郎 ゼミ
　長谷ゼミは「市民とふれあい、社会に必要なこと
を学ぶ」をゼミのテーマとして、学生チームによる
映像作品の制作（3年次）と、映像作品に基づいた地
域の広報に関わる個人研究（4年次）を行っています。
2023年度は、本学と飯能市の「飯能市市制施行70
周年記念連携事業」の一環として、お祝い動画と記
念品の手作りコースターを作成しました。動画（3
分30秒）は、ゼミでデザインした襷を胸に、ゼミ生
と市民の皆様で順に襷を繋ぎ、最後に飯能市新井市
長へと届けるという内容です。ランナー達は、市内
を巡りながら、襷に市へのお祝いメッセージを書き
溜めていきました。撮影は夏の猛暑の中で、汗だく
になりながら、15箇所を巡りました。また、手作り
コースターは、「森林文化都市宣言」をしている飯
能市の特産品である西川材（杉）を使用しました。
一個一個研磨して70周年のロゴを焼印し、メッセー
ジカードを添えてラッピングしました。周年にちな
んで70個製作し、新井市長をゼミ生一同で表敬訪問
し、手渡しさせていただきました。

　チームで企画立案およびプレゼン、撮影・編集な
ど映像制作のワークフローを経験する中で、創造性
を高め、課題解決能力を身につけてきました。今回、
交渉力・チームワークの大切さを実体験し、最終的
に、大学の地域貢献の一翼を担うことができたこと
は、ゼミ活動として大変貴重な経験となりました。

▲飯能市新井重治市長に製作したコースターを贈呈する
長谷ゼミの皆さん

完成動画は、埼玉県飯能市のYoutube公式アカウントで公開さ
れています。左のQRコードから是非ご覧ください。動画公開中！
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Video productionVideo production

Regional cooperationRegional cooperation映 像 制 作 地 域 連 携

飯
能
信
用
金
庫
が
掲
げ
る

使
命
や
存
在
意
義
を
動
画
で
表
現

メディア情報学部 髙田 昌裕 ゼミ
　髙田ゼミでは実写映像に手を加えて「少しカッコ
よく、少し面白く、少し新しい」映像を作ることを
コンセプトにしています。3年生ではチームで、4年
生では各自がオリジナルの作品を0から作り上げます。
ジャンルは完全なアニメーション作品から実写と
CGを合成したSF作品まで多種多様です。また、そ
れらゼミ制作と共に強く意識しているのがゼミ有志
による地域連携を目的とした映像制作です。2022
年度は飯能市立博物館からの依頼で、特別展「天覧
山」イメージムービーを制作しました。約2ヶ月に
わたり博物館ロビーにて上映され、多くの方にご覧
いただきました。そして2023年度は飯能信用金庫
との産学連携事業の一環として「パーパスムービー」
の制作を行いました。2ヶ月半という決して長くな
い期間の中で、同様の作品をリサーチするところか
ら始まり、企画打ち合わせを重ねます。一般道路で
の撮影許可も学生自身で取得したりと、皆が自分の
役目に責任を持って行動しました。機材もスマート
フォンからミラーレス一眼、そしてドローンまで状

況に応じた機材を選択し、エンディングではCGも
合成するという力作になりました。学生の制作物と
いう事に留まらない高品質な映像作品が出来上がっ
たと、携わった一人一人の自信にもつながりました。

▲髙田ゼミ有志の皆さん

動画公開中！ 完成動画は、駿河台大学のYoutube公式アカウントで公開され
ています。左のQRコードから是非ご覧ください。
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その他の活動、最新情報は大学HPやX（旧Twitter）で更新して
います。ぜひご覧ください。

第11回駿大外国語プレゼン大会

グローバル教育センター主催の外国語プレゼン大会を
開催しました。発表言語は、英語・中国語・ドイツ語・
スペイン語・日本語で、留学や短期語学演習での経験、
国々の文化や言葉・表現の違い、世界情勢など様々な
テーマのプレゼンを行う10組25名の発表者が参加し、
約180名の観客が集まりました。趣向を凝らしたパワ
ーポイントやユニークな寸劇などバラエティーに富ん
だプレゼン内容で会場は盛り上がりました。

2023年12月19日（火）

スポーツ科学部1期生「卒業研究」提出
2023年12月14日（木）

スポーツ科学部の1期生たちは大学4年間の総仕上げ
として、学生毎に研究テーマを決め、研究した成果を
論文にまとめ上げました。提出日当日は、体裁チェッ
クなどを行うため、卒業論文を持って、教員が待つ提
出会場に列を作っていました。その表情は、完成して
安堵した顔、疲れ切ったような顔、提出を前にして緊
張した顔など、さまざまでした。2024年1月20日には

「卒業研究発表会」も行われました。

留学生の「いけばな」体験
2023年12月21日（木）

交換留学生と一般留学生が参加し、講師の方のご指導
を受け、花を生ける体験をしました。留学生たちはい
ろいろな角度から、自分の作品を眺め、じっくりと考
えながら形を作っていきました。ひとりひとりの個性
が垣間見える素敵な作品が出来上がり、完成後は作品
と一緒に写真を撮る姿やお互いの作品を鑑賞する姿が
見られました。参加者みんなの笑顔と鮮やかな花々で
グローバル教育センターが華やかになりました。

ハラスメント防止啓発 標語・川柳表彰
2023年12月22日（金）

ハラスメント防止啓発を目的に、標語・川柳を募集し
ました。40件の応募の中から以下3名が受賞しました。
受賞者には、大森一宏学長より表彰状と副賞が授与さ
れました。【最優秀賞】「セーフでしょ？」 そう言う人
は 「アウトだよ！」（心理学部4年・椎野星菜）【優秀賞】
軽率な 言葉ひとつで The end（スポーツ科学部3年・
松浦志帆）／見ないフリ 知らないフリも 同じ罪（職員・
荒井勇作）

公式X公式HP
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シンポジウム『「異常」の日本美術史』
2023年11月8日（水）

第3回駿河台大学総合研究所（教養文化研究部門）主
催シンポジウム『「異常」の日本美術史―日本人はど
うしてこちらを見ないのか？』を実施しました。シン
ポジストに大阪大学日本語日本文化研究センター

（CJLC）教授の岩井茂樹先生をお迎えして、ご講演い
ただきました。指定討論者は、本学経済経営学部村上
大輔准教授とスポーツ科学部岩橋真知子講師が務めま
した。

飯能市市制施行70周年記念表彰の授与
2023年11月3日（金）

飯能市市制施行70周年記念式典にて、本学が飯能市
より表彰されました。今回の記念表彰につきましては、

「平成26年度から令和4年度までの間に飯能市への発
展に寄与又は市民の模範となるべき功績における表彰」
として、143人、29団体が表彰されました。個人で授
与された143人の中には、本学の教員2名、名誉教授2
名・客員教員1名も表彰されました。

シンポジウム『北欧の環境教育からの学び』

駿河台大学の活動報告 activity report

業界研究フェア

3年次・院1年次生対象（1・2年次生も参加可）の「業
界研究フェア ～業界・企業選択のヒントにしよう！～」
をオンラインで開催しました。各業界のリーディング
カンパニーである9社をお招きし、各企業の採用担当
の方から業界に関するセミナーを行っていただきまし
た。メモを取り、頷きながら熱心に話を聴いている学
生が多く、質疑応答の際にも企業へ積極的に質問する
姿も印象的でした。

2023年11月2日（木）

2023年11月2日（木）

第4回駿河台大学総合研究所（教育・AI・データサイ
エンス研究部門）主催シンポジウム『北欧の環境教育
からの学び 子ども向け自然体験プログラムを考える』
を実施しました。シンポジストに、スウェーデンの野
外教育・環境教育専門家 Maria Hammarsten 氏、な
ぐリトリート 平沼千穂氏、一般社団法人里山こらぼ
のユーダイ氏をお迎えして、ご講演いただきました。
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挑
戦
し
成
長
を
楽
し
む
！

女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

小
中
高
大
と
続
け
て
き
た
ホ
ッ
ケ
ー
の
魅
力

　

ホ
ッ
ケ
ー
は
、
道
具
を
自
分
の
体
の
一
部
と

し
て
扱
う
の
が
醍
醐
味
。
道
具
を
使
う
か
ら
こ

そ
の
戦
略
が
あ
り
、
そ
れ
を
ど
う
組
み
立
て
て

試
合
を
作
り
、
勝
つ
と
こ
ろ
ま
で
持
っ
て
い
け

る
か
を
考
え
る
面
白
さ
が
あ
る
。
特
に
キ
ー
パ

ー
は
、
決
ま
っ
た
枠
内
か
ら
出
ら
れ
ず
自
由
に

動
け
な
い
。
そ
の
分
、
声
で
後
ろ
か
ら
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
も
仕
事
の
一
つ
。
同
じ
コ
ー
ト
で

戦
う
仲
間
た
ち
が
ど
う
動
い
た
ら
攻
め
や
守
り

に
活
き
る
か
考
え
声
掛
け
を
す
る
。
そ
れ
が
う

ま
く
は
ま
っ
た
時
は
、
一
番
楽
し
さ
を
感
じ
る
。

高
校
ま
で
は
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
操
る
だ
け
で
精

一
杯
で
、
ボ
ー
ル
の
や
り
取
り
が
単
調
に
な
り

が
ち
だ
っ
た
が
、
大
学
で
は
ほ
と
ん
ど
が
経
験

者
で
、
動
き
に
余
裕
が
あ
る
。
勢
い
が
あ
り
、

ゲ
ー
ム
の
組
み
立
て
方
に
も
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

も
多
く
、
プ
レ
ー
し
て
い
て
面
白
い
と
思
う
瞬

間
が
さ
ら
に
増
え
た
。

自
分
の
夢
と
競
技
が
結
び
つ
い
た 

駿
河
台
大
学
へ

　

日
本
リ
ー
グ
に
参
加
す
る
５
大
学
の
中
で
、

駿
河
台
大
学
以
外
は
、
４
強
と
呼
ば
れ
る
強
豪

チ
ー
ム
。
そ
こ
に
食
ら
い
つ
く
駿
河
台
大
学
は
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
何
も
恐
れ
ず
に
挑
め

る
環
境
だ
と
感
じ
た
。

　

そ
し
て
、
教
員
免
許
が
取
得
で
き
る
こ
と
も

進
学
の
決
め
手
と
な
っ
た
。
教
員
を
目
指
し
た

き
っ
か
け
は
、
小
学
生
の
時
、
教
え
方
が
上
手

な
担
任
教
師
か
ら
学
ぶ
社
会
科
の
授
業
が
と
て

も
面
白
か
っ
た
か
ら
だ
。
ホ
ッ
ケ
ー
の
強
化
と

教
師
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
駿
河
台
大
学
は
、

自
分
に
と
っ
て
一
番
良
い
場
所
だ
と
思
っ
た
。

「
こ
の
チ
ー
ム
の
為
に
頑
張
り
た
い
」と 

心
か
ら
思
え
る

　

駿
河
台
大
学
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
、
個
々
の

力
に
頼
っ
て
戦
う
の
で
は
な
く
、
互
い
に
カ
バ

ー
し
あ
っ
て
、
強
い
チ
ー
ム
に
も
ひ
る
ま
ず
立

ち
向
か
っ
て
い
く
チ
ー
ム
。
そ
し
て
、
学
年
の

壁
が
な
く
、
伝
え
る
べ
き
こ
と
は
積
極
的
に
言

い
合
え
る
環
境
が
あ
る
。
明
る
く
フ
レ
ン
ド
リ

ー
な
メ
ン
バ
ー
だ
か
ら
こ
そ
、
ど
ん
な
時
で
も

笑
っ
て
最
後
ま
で
や
り
き
る
心
が
プ
レ
ー
の
粘

り
強
さ
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　

創
部
か
ら
の
悲
願
で
あ
る
関
東
制
覇
を
自
分

た
ち
の
世
代
で
達
成
す
る
た
め
、
Ｕ
21
日
本
代

表
チ
ー
ム
で
得
た
こ
と
を
部
に
還
元
し
、
一
瞬

一
瞬
を
大
切
に
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
挑
戦
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
良
い
環
境
に
恵
ま
れ
た
こ

と
と
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
方
々
に
感
謝

し
て
、
今
後
も
ホ
ッ
ケ
ー
と
向
き
合
い
、
よ
り

多
く
の
方
た
ち
に
ホ
ッ
ケ
ー
の
魅
力
を
広
め
て

い
き
た
い
。

限
界
を
超
え
ろ
！

駿
大
ス
ポ
ー
ツ

法学部2年　齋藤 美咲選手
齋藤選手はキーパーとして2022年からホッケーのU21日本代表に選出
され、第10回 FIH ジュニアワールドカップ 7位に貢献しました。本学女
子ホッケー部の通称名『L

てんとう虫

adybirds』に込められた“上へ上へと登って
いく”という言葉どおり、挑戦と成長を重ねる齋藤選手に取材しました。
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第100回第100回
箱根駅伝箱根駅伝のの大舞台大舞台でで存在感存在感を示す！を示す！

2024年1月2日～3日、「駿河台大学」の大学名が入った襷を胸に10人の選手たちが東京～箱根間
を駆け抜けました。往路では14位でゴールし、シード圏内の10位のチームとは34秒差で、伝統
校を脅かす激走を見せました。総合順位は、過去最高の18位！次回も予選会から本戦出場10枠
を狙う各大学の熾烈な争いが予想されます。今後も 駅伝部の活躍にご期待ください。

往路
14位

1区 21.3km

経済経営学部
S.レマイヤン
1時間01分34秒

区間順位 6位

1年

2区 23.1km

スポーツ科学部
新山 舜心
1時間10分13秒
区間順位 21位

4年

3区 21.4km

スポーツ科学部
古橋 希翁
1時間04分11秒
区間順位 18位

1年

4区 20.9km

スポーツ科学部
東泉 大河
1時間02分52秒
区間順位 14位

2年

5区 20.8km

スポーツ科学部
倉島 啓人
1時間12分01秒

区間順位 5位

2年

総合
18位

復路
21位

10区 23.0km

メディア情報学部
久保 俊翔
1時間10分27秒
区間順位 13位

1年

7区 21.3km

スポーツ科学部
藤井 空大
1時間05分39秒
区間順位 21位

2年

8区 21.4km

スポーツ科学部
岡﨑 樹

1時間05分37秒
区間順位 12位

2年

9区 23.1km

メディア情報学部
長田 拓巳
1時間12分40秒
区間順位 21位

2年

6区 20.8km

スポーツ科学部
塩路 悠耀
1時間01分44秒
区間順位 23位

2年

写真提供/陸上競技社

駅伝部
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写
真・鉄
道
サ
ー
ク
ル「Term

inal

」 

を
立
ち
上
げ
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

　

駿
輝
祭
で
、
子
供
来
場
者
向
け
に
プ

ラ
レ
ー
ル
で
飯
能
駅
周
辺
の
再
現
展
示

を
企
画
・
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動

を
通
じ
て
、
私
と
同
じ
く
駿
輝
祭
実
行

委
員
会
に
所
属
す
る
メ
ン
バ
ー
内
で
鉄

道
好
き
を
２
名
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
企
画
の
反
響
が
良
く
、

サ
ー
ク
ル
設
立
の
必
須
条
件
で
あ
る
部

員
３
名
が
揃
っ
た
こ
と
か
ら
、
サ
ー
ク

ル
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

現
在
部
員
は
６
名
で
、
今
年
は
毎
週

月
曜
の
10
時
〜
20
時
に
教
室
を
自
由
に

出
入
り
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
主
に

Ｎ
ゲ
ー
ジ
（
鉄
道
模
型
）
や
プ
ラ
レ
ー
ル

等
を
行
い
、
実
際
の
鉄
道
路
線
の
再
現

や
撮
影
・
走
行
会
を
し
て
い
ま
す
。
年

に
数
回
程
度
学
内
で
ジ
オ
ラ
マ
展
示
の

イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。
学
外
で

は
日
帰
り
の
『
ち
ょ
っ
と
旅
』
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
夏
と
秋
に
目
黒
区
内
の

児
童
館
に
て
プ
ラ
レ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
の

お
手
伝
い
を
す
る
な
ど
遠
征
活
動
も
し

ま
し
た
。「Term

inal

」
は
、
新
幹
線

好
き
も
い
れ
ば
、
古
い
列
車
好
き
も
い

て
、
部
員
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
に
し
て
い

る
分
野
の
魅
力
を
お
互
い
に
教
え
あ
っ

て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

履
修
科
目
で
好
き
な
授
業
は
何
で
す
か
？

　

受
講
中
の
「
地
理
学
概
論
」
が
面
白

い
で
す
。
人
文
地
理
学
の
分
野
か
ら
、

交
通
の
発
展
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
元
々
駅
に
よ
る
街
づ
く
り
に
興
味

が
あ
っ
た
の
で
、
鉄
道
を
新
た
な
角
度

か
ら
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
、
新
し
い

発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
の
目
標
は
何
で
す
か
？ 

　
「Term

inal

」
は
今
年
、
私
を
含
む

２
名
が
卒
業
す
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
引
き
継
い

で
駿
輝
祭
を
盛
り
上
げ
て
も
ら
い
た
い

で
す
。
卒
業
後
は
、
希
望
し
て
い
た
東

日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の
駅
員
と
し

て
勤
務
し
ま
す
。
ま
だ
勤
務
地
は
決
ま

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ど
こ
の
駅
に
配
属

に
な
っ
て
も
、
そ
の
土
地
の
魅
力
を
知

っ
て
街
づ
く
り
に
も
関
わ
れ
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
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写真・鉄道サークル「Terminal」×池野優太［法学部・4年］

学業とサークル活動を両立して成長している
学生を紹介します。


